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平成 17 年９月期中間業績の修正について 

 

平成 17 年９月期中間（平成 16 年 10 月１日～平成 17 年３月 31 日）の業績について、平成

16 年 11 月 16 日付当社「平成 16 年 ９月期決算短信（連結）」及び同日付当社「平成 16 年９

月期個別財務諸表の概要」にて発表いたしました中間業績を下記のとおり修正いたします。 

  

 

記 

 

１． 平成 17 年９月期中間 連結業績修正等 

（１）中間期実績（平成 16 年 10 月１日～平成 17 年３月 31 日） 

                                （単位百万円） 

 売上高 経常利益 中間純利益 

期初予想（Ａ）  ６,１９０ ４８３ ２１３

実績  （Ｂ） ５,９１０ ４６３ ３５９

増減額（Ｂ－Ａ） ▲２８０ ▲２０ １４６

増減率 ▲４.６％ ▲４.１％ ６８.７％

前年実績 ５,１８５ ５６８ ２８１

 

 

 注：通期の見通しについては、現在下期（４月－９月）の予算見直しを行っておりますの

で決定次第開示させていただきたく存じます。 

 

 （参考） 

平成 17 年９月期通期連結業績予想（平成 16 年 10 月１日～平成 17 年９月 30 日） 

（平成 16 年 11 月 16 日付当社「平成 16 年 ９月期決算短信（連結）」に記載したもの） 

                                （単位百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

期初予想    １３,７０３ １,９０１ ９５６

 

 

（２）修正理由 

     当社グループにおいて当中間連結売上が、５,９１０百万円（期初予想比４.６％

減）となることが見込まれます。その主な理由としてＳＭＯ事業を遂行しております



株式会社イーピーリンクの受注案件の一部が失注と延期になったこと。また日本エス

エムオー株式会社の受注案件が未達と一部中止になったことによります。 

これにともない当中間連結経常利益が、４６３百万円（期初予想比４.１％減）とな

ることが見込まれます。その主な要因としては、ＳＭＯ事業における売上不足につい

て株式会社イーピーリンクは、新規人員確保の延期等及び経費削減により概ね予算通

りとなることが見込まれますが、日本エスエムオー株式会社は、経費節減等で売上不

足を補うことができず予算未達となることが見込まれるためです。 

当中間連結純利益は、３５９百万円（期初予想比６８.７％増）となることが見込ま

れます。その主な理由としてイーピーエス株式会社が、保有株式の一部を売却したこ

とにより売却益４９７百万円が特別利益に計上され、一方、日本エスエムオー株式会

社の事業再編成に係る費用等１１６百万円を特別損失に計上しましたが、特別利益が

大幅に上回ることが見込まれるためです。 

 

２． 平成 17 年９月期中間単独業績修正等 

（１）中間期実績（平成 16 年 10 月１日～平成 17 年３月 31 日） 

                                （単位百万円） 

 売上高 経常利益 中間純利益 

期初予想（Ａ）  ３,５９４ ３６０ ２０４

実績  （Ｂ） ３,５７７ ３６０ ３２６

増減額（Ｂ－Ａ） ▲１７ ０ １２２

増減率   ▲０.５％         ０.１％ ５９.５％

前年実績 ３,２６０ ４５８ ２５７

  

 

 注：通期の見通しについては、現在下期（４月－９月）の予算見直しを行っておりますの

で決定次第開示させていただきたく存じます。 

 

 （参考） 

平成 17 年９月期通期業績予想（平成 16 年 10 月１日～平成 17 年９月 30 日） 

（平成 16 年 11 月 16 日付当社「平成 16 年９月期個別財務諸表の概要」に記載したもの） 

                                （単位百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

期初予想    ８,１５２ １,２３０ ７０５

 

（２）修正の理由 

売上高、経常利益につきましては、概ね期初予算どおりの売上高３,５７７百万円

（期初予想比０.５％減）経常利益３６０百万円（期初予想比０.１％増）になると見

込んでおります。 

中間純利益は、３２６百万円（期初予想比５９.５％増）となることが見込まれます。

その理由として、保有株式の一部を売却したことにより売却益４９７百万円が特別利

益に計上され、一方、グループ会社の事業再編成に係る費用１８０百万円を特別損失

に計上しましたが、特別利益が大幅に上回ることが見込まれるためです。 

以 上 


